



































































   
４ おわりに 
 「幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイドⅥ」（文部科学省委託事業）保育教諭養成課程研究会（2020）に
は，次のような記述がある。 
「『幼児教育実践力』とは，幼稚園教諭・保育教諭が幼児教育を実践できると考えている程度のことを示し
ており，『子供理解に基づいた保育』『他者との関係構築』『要領・制度の理解』『救急・疾病・栄養の理解』
『評価・改善』『指導計画の作成』『小学校との連携・接続』の７側面から構成されています。」 
 
「『他者との関係構築』以外の６側面で，新採教員は養成校学生と比べて『幼児教育実践力』が身について
いないと考えていました。全体として，養成校から新採にかけて『幼児教育実践力』が身についていると
いう意識は大きく低下し，１年目の新採は『幼児教育実践力』に関して自信を喪失している。その後，経
験を積み重ねるに従って，身についていると考えるようになり，５年目以上になると学生時代よりも身に
ついたと思えるようになったことが明らかになりました。」 
（保育教諭養成課程研究会（2020）．幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイドⅥ，19，20） 
 
 新採１年目，多くの保育者が自信をなくす傾向がある。そんなとき，本園での経験を思い出し，困難に立ち向
かっていってほしい。自ら学び続け，仲間とともに乗り越え，自信をもって，新しい世界でも自分らしく輝いて
ほしいと願っている。 
わたしは本園で教育実習をした。教員生活を送る上で，その経験はいつまでも礎として残っている。しかし，
この附属幼稚園に副園長として赴任して，強く実感していることがある。それは，幼児期の教育は生涯にわた
る人格形成の基礎を培う重要なものであり，この時期に質の高い幼児教育が提供することは重要であるという
ことだ。だからこそ本園における，教育実習での学びを保障し，教員としての力を向上させていく役割の大き
さを感じている。 
 
 
大高美穂子（鳥取大学附属幼稚園副園長） 
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大高美穂子：実践するからこそ学べること
